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１．研究の意義と目的 

腎生検は，腎臓病を確定診断し，治療の決定や予後の判断をするのに重要な検査です。現在にかけて腎生検

の方法は改良され，その合併症は最小限に抑えられていますが，穿刺に伴う出血のリスクは高く，検査の適応

や止血処置には慎重な評価が必要です。当院での合併症の発症頻度は少なくなっていますが，より安全な腎生

検の方法について検討するため、過去の症例のデータを解析します。 

 

２．研究の方法 

1） 研究対象：平成 22 年 1 月 1 日から平成 28 年 5 月 31 日までの間に岡山大学病院腎臓内科，糖尿病内科，

リウマチ・膠原病内科で腎生検をうけた患者さま約 630人。 

2） 調査期間：平成 28年 7月 1日から平成 33年 12月 31日まで 

3） 研究方法：上記研究対象の患者さまのカルテ情報から，病歴，診断時の臨床的指標や血液検査，尿検査，

腎組織所見，治療内容や画像検査の結果などについて調査を行います。安全に腎生検を行うための，適正な事

前評価の方法について再検討を行います。 

 

4） 調査票等：研究資料にはカルテから以下の情報を抽出し使用させていただきます。患者さまの個人情報は 

削除し匿名化し，個人情報などが漏洩しないようプライバシーの保護には細心の注意を払います。 

・尿蛋白と尿潜血，血清クレアチニンなど腎機能の数値 

・腎生検の組織結果 

・治療内容（抗血小板薬や抗凝固薬，降圧薬，脂質異常症の治療薬など） 

・合併症（肝臓疾患，血液疾患，悪性腫瘍，感染症など） 

・画像での腎形態，動脈硬化進行の程度 

 

5） 情報の保護：調査情報は岡山大学病院 腎臓内科内で厳重に取り扱います。電子情報の場合はパスワード

等で制御されたコンピュータに保存し，その他の情報は施錠可能な保管庫に保存します。研究終了後 5 年間は保

存し，その後は紙資料の裁断や電子情報の消去により，資料は廃棄します。調査結果は個人を特定できない形で

関連の学会および論文にて発表される可能性があります。ご了承いただけない場合には研究対象としませんの

で，平成 28 年 12 月 31 日までの間に下記の連絡先までお申出ください。この場合も診療など病院サービスにお

いて患者の皆様に不利益は生じず、資料は廃棄いたします。 

この研究にご質問等がありましたら下記までお問い合わせ下さい。ご自身やご家族が研究結果の開示を希望さ

れる場合も下記の連絡先までお申し出ください。ご家族の場合はご本人の同意が必要です。 

 

  ＜問い合わせ・連絡先＞ 岡山大学病院 腎臓内科 電話：086-235-7235 FAX：086-222-5214 

   氏名：杉山 斉，北川 正史，田中 景子    


